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88 A 71 B 71 B

94 A 70 B 77 B

63 B 77 B 53 C

65 B 70 B 45 C

76 B 50 C 92 A

87 A 48 C 100 A

78 B 61 B 82 A

75 B 56 C 90 A

80 A 85 A

82 A 100 A

86 A 63 B

81 A 17 C

88 A 59 C

94 A 100 A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年度　学校自己評価表（最終）

岩美町立岩美南小学校

教
育
方
針

◆磨こう自分(個別の知識・技能の向上）
自分の力を信じ、学習や運動、生活など、基礎・基本をしっかり身に付けている子ども
　・基礎的、基本的な知識・技能
　・凡事徹底（あいさつ、返事、くつそろえ、もくもくそうじ）
　・語彙力、読書活動
　・健康、体力づくり
◆仲間と共に(思考力・判断力・表現力等の向上）
友達と力を合わせ、学習したことを使って、主体的・対話的で深い学びをする子ども
　・自分で考え、表現する
　・学び合い
　・学校が楽しいと感じられる学級・学習集団
　・縦割り班を活用した主体的活動
◆未来に向かって(学びに向かう力・人間性等の育成）
学習したことを社会と結び付けたり、社会に生かそうとする子ども
　・地域の「ヒト・モノ・コト」とのつながりを重視した体験活動
　・持続可能なコミュニティをイメージできる児童づくりに努め、ふるさとを誇りに思う心情を育てる。
　・カリキュラムマネジメントの視点を活用して教育活動を捉え直し、共通の目的をもつことでさらなる充実を図る。（ＥＳ
Ｄ）
　・新学習指導要領の実施に向けた教育内容の改善

教
育
活
動
の
重
点

◆磨こう自分(個別の知識・技能の向上）
　・南小版「学習ルール」（聞く、話す、書く）及び学習規律の定着を図る。
　・計画的な家庭学習と予習を生かす授業づくりに努める。（生活ノート、国：意味調べ、算：視写、社・理：音読）
　・学年に応じた自主学習の推進（間違い問題と自主学習）
　・「もくもく掃除」の充実を図る。
　・学習のUD化を意識し、わかりやすい授業づくりに努める。（教室環境、ICT、板書、授業の流れ、今ここ等）
　・各種学力テストやアンケート等の数値を具体的な指標とし、学力向上のための取組の改善に生かす。
　・少人数指導、個別指導の充実に努める。（習熟度別指導）
◆仲間と共に(思考力・判断力・表現力等の向上）
　・算数科の予習を行うことで、適用問題を解くこと中心の学習展開に努める。
　・タブレット端末やパソコンを活用した学習展開に努める。（プログラミング的思考）
　・学級会を充実させ、合意形成力の育成に努める。
◆未来に向かって(学びに向かう力・人間性等の育成）
　・8時間～10時間未満の睡眠時間の確保に努める。（スクラム教育）
　・地域社会とのつながりを意識した学習展開や学校行事に努める。(社会科、総合的な学習の時間を中心に、米、梨、野菜、歌など)
　・プログラミング教育について研修し、プログラミング的思考を取り入れた授業実践に努める。（算数、理科を中心に）
　・カリキュラム・マネジメントの視点を取り入れた教育活動に努める。（ESD)
　・外部講師による校内研修や授業研究会(一人年１回以上)、研究会参加等により、授業力向上を図る。
　・コミュニティ・スクールについての校内研修に努める。

評価(A:80%以上　B:79～60% C:59～40% D:39%以下) 総
合
評
価

成果と課題 来年度に向けての改善策児童 保護者 教職員

教育
活動
の重
点

めざす児童
像

重点目
標

努力事項・具体
的方策

到達目標 評価基準

基 本 的 生
活 習 慣 の
定着

家 庭 学 習
の充実

町での取り組みを
実践し、家庭学習
の充実を図る。

・聞き方は最後までは難しいが、意識づけ
を継続する。評価場面を絞る等、項目自体
を考えていく必要がある。

「ピタピントン」を意識し
て、相手を見て話を聞くこ
とができた。

お子さまは正しい姿勢
で学習している。（参観
日等）

A

B

児童は、正しい姿勢（ピタ
ピントン）で聴くことができ
ている。〈姿勢名人〉

B

・集会等で見られている意識があるときはできるが、教室では続かな
い。丸椅子の時は特によくない。声かけをするとできるが常に指導し
ているわけにはいかない。（６年)
・３年生にとっては、この項目自体が難しいのではないか。(３年)
・体の動きを止められない子どもが多いので、あいさつは全員が静止
してからするようにしている。話す前に「ピタピントン」を唱えてから話
すようにしている。(４年)

・手順や黙ってが徹底できている。

・高学年になるにつれてストップができていないように感じる。しかし、
子どもはできたつもりでいる。
・ストップしてあいさつすること自体が難しいのではないか。
・目が合ってもあいさつを待っている児童が多い。

継続していく。

あいさつを先にできるようにしたいので、
「ストップ」⇒「自分から」「相手の目を見て」
等に変更する。

南小版「学習ルー
ル」を活用し、保・
小・中の連携を図り
ながら、学年に応じ
た学習規律の定着
を図る。

友達や先生の話を
最後まで聞くことが
できる。

話を最後まで聞くことが
できる。(児・保・教80%)

正しい姿勢（ピタ・
ピン・トン）で聞くこ
とができる。

正しい姿勢（ピタ・ピン・
トン）で聞くことができ
る。(児・保・教80%)

計画的に家庭学習
をやり、学年に応じ
た自主学習をする
ことができる。

計画的に家庭学習をや
り、学年に応じた自主学
習をすることができる。
(児・保・教80%)

・聞き方は最後までは難しいが、意識づけ
を継続する。

B

・チャレンジテスト前の１週間のがんばりカードで計画を立て、自学を
指導した。(５年)
・がんばりカードで計画を立てることが、上位の子どもには伸びるチャ
ンスとなるが、苦手な子どもには負担が増えるだけになっている。そ
のため、兼ね合いが難しい。また、自学のクオリティーには差があ
る。(３年)
・家に帰ったら①デーブルで②丁寧に③集中して（ながらはダメ）とい
う３つの約束をしている。生活ノートで学習時間が把握できる。早くで
きている子どももいるので、量を考える必要がある。(１年)
・保護者と教職員との評価のギャップが大きい。

児童は、話す人を見て最
後まで話を聴いている。
〈聴き名人〉

B

・４月から話をする人を見ることを継続して続けている。(５年)
・意識づけはできてきたが、長い時間聞き続けることは難しい。(３，４
年)
・話し手も伝えたいことをわかりやすく話すよう心がけさせている。(４
年)
・聞き手が話したいと思う内容を話していると、よく聞くことができる。
(１年)
・姿勢の維持ができないが、意識はできているので、声かけをすると
よくなる。(１年)
・話す前にいくつ話すかを伝えてから話す。（２年）

A

・どの学年もおおむね１単位時間の見通しをもって学習できている。
・毎時間「めあて」「みんなで」「ひとりで」「まとめ」「ふりかえり」を提示
しているので、パターンが定着した。（１年）
・番号を書いて、その時間にすることがわかるようにしている。（そよ
かぜ）

・継続していく。

・保護者と教職員のギャップが大きい。
⇒保護者にとって「計画的に」のとらえがま
ちまちなのではないか。
⇒「どのように」が付くと肯定が難しいた
め、「時間を守って」等にして、設問の文言
を絞っていく。また、「学年に応じた」という
文言があいまいなので、「楽しんで」「積極
的に」など前向きな文言に変えた方が評価
しやすい。

友達や先生の話を最後ま
で聞くことができた。

お子さまは、話す人を
見て最後まで話を聴い
ている。

児童は、単元や1単位時
間の見通しをもって学習
に取り組んでいる。

学習のUD
化

わかりやすい授業
づくりに努める。

学習の流れを意識
して学習に取り組
む こ と が で き る 。
（今ここ）

学習の流れを意識して
学習に取り組むことがで
きる。（児・教８０％）

学習の流れを意識して、
学習に取り組むことがで
きた。

磨
こ
う
自
分

（
個
別
の
知
識
・
技
能
の
向
上

）

『磨こう自分』
 自分の力を
信じ、学習や
運動、生活な
ど、基礎・基
本をしっかり
身に付けてい
る子ども
○自分で考
え、表現する
○凡事徹底
（あいさつ、返
事、くつそろ
え、もくもくそう
じ）
○語彙力、読
書活動
○健康・体力
づくり

学 習 ル ー
ルの定着

家庭学習の時間を守っ
て、学習することができ
た。

自分の苦手をなくすため
の自主学習をすることが
できた。

お子さまは、家庭学習
の内容に応じて、い
つ、どのように行うかを
計画的に考えて行って
いる。

学校は、児童に計画的
（いつ、どのように等）に
家庭学習に取り組むよう
指導した。

お子さまは、学年に応
じた自主学習をしてい
る。（3年生以上）

児童は、学年に応じた自
主学習に取り組んでい
る。（3年生以上）

「もくもく掃除」の充
実を図る。

あいさつの習慣化
と防犯意識の向上
を図る。

マニ ュアルにした
がって、黙って掃除
場所をきれいにす
ることができる。

マニュアルにしたがっ
て、黙って掃除をするこ
とができる。(児・教80%)

そうじ時間は、正しいそう
じの仕方でそうじをするこ
とができた。

児童は、そうじ時間、マ
ニュアルにしたがって
黙って掃除場所をきれい
にしている。

自分から進んで「ス
トップあいさつ」が
できる。

自分から進んで「ストッ
プあいさつ」を3人以上
することができる。（児・
教８０％）

朝、学校でストップあいさ
つをすることができた。

児童は、朝、学校で、自
分から進んで「ストップあ
いさつ」を3人以上の人に
できている。



63 B 71 B

80 A 87 A

90 A 88 A 67 C

96 A 93 A 94 A

72 B

76 B

87 A

96 A

85 A 63 B 58 C

83 A 86 A 77 B

73 B 64 B 67 B

69 B 61 B 50 C

85 A 75 B 93 A

92 A 69 B 100 A

92 A 78 B 100 A

93 A 80 A 100 A

42 C

85 A

B

・問題を視写するだけでなく、解き方を見てくる子どももいる。⇒見てく
ることで子どもに安心感があり、発展等への意欲が高まっている。(６
年)
・学習の見通しが持てている子どもが増えた。また、パターンかでき
てきた。(４年)
・前時に予告し、家庭学習で視写してきている。解き方までは見てくる
児童はいないが、学習の見通しが持てている。
・授業のタイムマネジメントにも効果があった。

・継続していく。

算数の予習（次の日の問
題を書く）を毎日すること
ができた。

児童は、算数科の予習を
行うことで、意欲的に学
習に取り組んでいる。

仲
間
と
共
に

（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
向
上

）

『仲間ととも
に』
　友達と力を
合わせ、学習
したことを使っ
て、主体的・
対話的で深い
学びをする子
ども
○自分で考
え、表現する
○信頼、感謝
○学び合い

主 体 的 な
活動

学習課題の解決に
向けて主体的に取
り組めるように努め
る。

算数科の予習を行
うことで、意欲的に
学習に取り組むこ
とができる。

算数科の予習を行うこと
で、意欲的に学習に取
り 組 む こ と が で き る 。
（児・教８０％）

学習中、理由をつけて発
表することができた。

先生は、パソコンやタ
ブレットなどＩＣＴを活用
した授業づくりに努め
ている。

ＰＣやタブレットを活用し
た学習を積極的に取り入
れている。

ＩＣＴを活用
し た 魅 力
あ る 授 業
づくり

タブレット端末やパ
ソコンを用いた学習
展開の努める。

タブレット端末やパ
ソコンを活用した学
習に取り組むこと
ができる。

タブレット端末やパソコ
ンを活用した学習を行っ
ている。(児・教80%)

ipadやパソコンを使った学
習は楽しい。

未
来
に
向
か

っ
て

（
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
の
育
成

）

『未来に向
かって』
学習したこと
を社会と結び
付け、社会に
生かそうとす
る子ども
○夢、志、郷
土愛
○高い目標

保小中高
のつなが
りを意識し
た岩美町
スクラム教
育の推進

早寝の習慣を身に
つけ、睡眠時間の
確保に努める。

8時間～10時間未
満の睡眠時間を確
保することができ
る。

8時間～10時間未満の
睡眠時間を確保するこ
とができる。(児・教80%)

B学び合い
理由や根拠を重視
した学習展開に努
める。

話型を意識して、
理由や根拠を明確
にした発表ができ
る。

話型を意識して、理由
や根拠を明確にした発
表ができる。(児・教80%)

新学習指導要
領の実施に向
けた教育内容
の改善

プログラミング教育
について研修を深
め、プログラミング
的思考の育成に努
める。

プログラミング的思
考を取り入れた学
習の研修を行い、
年1回以上の授業
実践を行う。

プログラミン的思考を取
り入れた授業実践を行
う。（年1回以上）

児童は、自分がすんでい
る地域が好きである。 A

地 域 社 会
と の つ な
が り を 意
識 し た 教
育活動

地域社会とのつな
がりを意識した学習
展開や学校行事に
努める。

地域社会の一員と
しての自覚を持つ
ことができる。

分からないことがあって
も、友達の意見を聞いた
り考えたりして自分の考
えを持つことができた。

地域社会の一員として
の自覚をもち、ふるさと
岩美町に誇りを持って
いる。（児、保、教80％
以上）

自分が住んでいる地域
は、好きだ。

お子さまは、地域の行
事に進んで参加してい
る。

・音楽づくりで活用をした。メリットがあったが、環境を整えることが難
しいと感じた。
・意識してＩｐａｄやＰＣを活用した授業づくりができた。

・年間指導計画を実践していく。

53 C

プログラミング的思考を
取り入れた授業実践を行
う。（年1回以上）

A

・自分たちの地域に自信を持っている。出かけることで新しい発見が
あり、より好きになっている。

・継続していく。

チャレンジデーを守ること
ができた。

私は、チャレンジデー
の取り組みに努めてい
る。

ネットやテレビ、ゲームの
時間を守ることができた。
（1日2時間まで）

お子さまは、ネットやテ
レビ・ゲームを１日２時
間以内を守って生活し
ている。

児童は、睡眠時間（8時
間～10時間）を確保でき
ている。

B

【睡眠時間】
・保護者に対する設問を変えたことで、保護者の肯定的な回答が増
えた。
【メディアの時間】
・親の見ているところでは約束通りだが、見ていないところでたくさん
している。

・継続していく。
メディア接触２時間の根拠は
⇒日本小児科医会の提言から

児童は、ネットやテレビ・
ゲーム等の１日２時間以
内を守っている。

児童は、チャレンジデー
を守っている。

B

睡眠時間（8時間～10時
間）を守ることができた。

お子さまは、睡眠時間
（8時間～10時間）を確
保できている。

・子どもの言った言葉をキーワードとして定着やつなぎ言葉の利用の
促進を図っている。(１年)
・教師が「どうして？」と聞くことで、理由を話せるようになった子ども
が増えてきた。（３年）
・スピーチに条件（３文で話すなど）を付けることで、長文を話せるよう
になってきた。また、子どもの発表中に「わけは」「理由は」と言ってや
ると話せるようになった。(４年)
・子ども同士の話し合いでは理由を話せるようになってきた。(６年)

・継続していく。

児童は、話型を意識し、
理由や根拠を明確にして
発表している。

77

A

・参観日で活用しなければ、保護者は評価しにくい項目ではないか。 ・今後（１人１台）を考えると、参観日等で意
識して保護者に公開していく必要がある。
また、便り等を活用してアピールしていく必
要がある。そのため、項目は残す。


